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人 口

肥

後

狂

句

暇
　
患
者
募
集
に
さ
ろ
か
な
ん

暇
　
む
ご
う
煮
詰
ま
る
オ
デ
ン
鍋

暇
　
機
械
が
田
植
え
し
て
呉
る
る

日
　
あ
け
て
天
ま
で
届
け
応
援
歌

暇
　
楽
し
み
イ
医
者
通
い
さ
す

暇
　
生
き
た
人
生
送
ら
す
る

た
じ
た
じ
　
四
選
阻
止
の
旗
ン
立
つ

人
こ
そ
知
ら
ね
　
佳
吟
、
勝
句
は
嬌
の
作

た
じ
た
じ
　
劫
争
い
で
負
け
さ
し
た

俳

　

　

句

若
竹
の
伸
び
し
日
和
や
風
静
か

下
刈
の
杉
太
り
ゆ
く
吾
も
老
ひ

暑
気
払
ふ
だ
る
ま
絵
入
り
の
渋
団
扇

空
梅
雨
や
テ
レ
ビ
に
写
る
水
不
足

祖
母
見
え
ず
霧
に
包
ま
れ
ほ
と
と
ぎ
す

安
ら
ぎ
を
夏
炉
に
あ
づ
け
雨
の
日
は

戴
き
し
梅
で
情
の
梅
酒
漬
く

薬
草
を
残
し
草
引
く
日
課
か
な

滴
り
の
峠
越
え
ゆ
く
こ
れ
も
縁

詩
心
誘
ふ
峠
路
風
薫
る

ア
ル
バ
ム
に
心
惹
か
る
る
戻
り
梅
雨

幼
児
と
毛
虫
の
ゆ
く
え
梅
雨
晴
間

湯
上
り
の
頼
美
し
き
天
の
川

久
し
振
り
雨
に
感
謝
の
祭
り
唄

（ご
）
（寄
）
（付
）

気
見
舞
の
返
礼
と
し
て

▽
役
場
軽
音
楽
バ
ン
ド

「
ヤ
ン
グ
ノ
ー

ブ
ル
ス
」
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ

ー
ト
の
収
益
金
の

一
部
を

◎
老
人
ク
ラ
ブ
関
係

▽
片
日
の
甲
斐
幸
男
さ
ん
か
ら
片
口
老

人
ク
ラ
ブ
ヘ
金

一
封

〉
河
原
の
後
藤
唯
利
さ
ん
か
ら
河
原
福

寿
会

へ
金

一
封

◎
そ
の
他
の
寄
付

▽
草
部
社
倉
の
甲
斐
省
三
さ
ん
か
ら
草
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報

浦
塚
　
南
天

林
田
　
一
声

岡
本
　
琴
司

馬
原
　
馬
笑

篠
田
　
几
才

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

石
田
　
詩
朗

山
村
　
不
覚

生
日

肛

ａ

月

■

出
年

５

熊
谷
　
紫
雲

野
尻
さ
だ
む

野
尻
　
誓
道

卓
村
　
鶴
代

熊
谷
起
代
女

草
村
あ
つ
代

瀬
井
て
る
女

野
尻
い
く
代

甲
斐
　
菊
江

恵
良
あ
や
女

馬
原
そ
の
女

長
友
た
つ
子

野
尻
　
里
女

桐
原
　
久
子

●ハ
一
Ｘ
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

「
夜
　
市
」

浴
衣
姿
の
若
い
娘
さ
ん
が
ワ
タ
菓
子
を
大
事
そ
う
に
抱
え
、
裸
電
球
の
下
で
は
金

魚
す
く
い
に
チ
ビ
っ
子
の
歓
声
が
は
じ
け
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
情
緒
を
か
も
し
出
す

夜
市
。
本
町
で
は
風
鎮
祭
の
夜
の
風
物
詩
と
し
て
す

っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。
夕
涼

み
が
て
ら
に
ワ
タ
菓
子
、
オ
モ
チ
ャ
、
金
魚
す
く
い
、
焼
き
ス
ル
メ
な
ど
の
夜
店
を

の
ぞ
く
と
、
そ
の
ふ
ん
囲
気
は
昔
と
全
く
同
じ
。
子
供
に
は
夢
を
大
人
に
は
郷
愁
を

―
こ
の
へ
ん
に
夜
市
の
人
気
の
秘
密
が
あ
る
よ
う
で
す
。

雑

　

詠

湯
の
里
荘
　
今
村
美
園

〇
草
部
の
歌
謡
ク
ラ
ブ
の
慰
問
団

唄
に
踊
り
に
ホ
ー
ム
は
な
や
ぐ

○

ハ
ン
ニ
ヤ
の
面
を
つ
け
て
の
大
太
鼓

ば
ち
の
さ
ば
き
の
音
鳴
り
わ
た
る

部
母
子
会
と
卓
部
老
人
ク
ラ
ブ

ヘ
金

一
封▼

本
号
で
は
夏
の
交
通
事
故
防
止
運

動
を
ト
ッ
プ
に
編
集
し
て
み
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
今
夏
は
交
通
事
故

死
者
数
が
異
常
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
車
を
運
転
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、

歩
行
者
も
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
十

分
認
識
さ
れ
て
、
事
故
絶
滅
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
▼
町
が
募
集
中
の
町
花

・

町
木
は
、
十
日
で
締
切
り
、
審
査
委
員

会
で
選
定
さ
れ
ま
す
。
来
月
号
の
紙
上

で
発
表
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

町
歌
の
締
切
り
は
八
月
三
十

一
日
。
作

品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会

∧
香
典
返
し
に
か
え
て
∨

▽
高
森
天
神
の
後
藤
喜
芳
さ
ん
か
ら

（妻
、
キ
ヨ
メ
さ
ん
。
４９
歳
死
去
）

∧

一
般
寄
付
∨

▽
高
森
下
町
の
後
藤
紀
利
さ
ん
か
ら
病

S57.6.16～ 7.15 受付

生

死  亡

(保護者)

上村  等
中山 秋広
勝木 英雄
荒牧 蘇一
渡邊 浩二
後藤 初巳
白イi 吉勝

(出生児)(性別)

麻衣子 女

出
嗣

7

17男

男

女

女

女

女

秋

隆

江

紀

和

るた

富

秀

和

由

美

ほ

通

町

原

狩

野

川

原

倉

旭

横

小

戸

冬

洗

河

神

町

和

部

原

天

上

昭

草

河

″  ●

6.22

6.21

6.30

7.1

6.12

74  57.6.17

49     7. 2

69     7. 3

66     7. 9

71  7.11
90     6.28

靡月
¬ワ

」手

２

０

(住所)(遺 族)(儒)(死亡者)(蘇)(年月討
小倉原 村上ケサカ

後藤キヨメ

吉良  茂
竹林 力男
甲斐ナツノ

後藤ミツル

結 婚
(氏  名)(住  所) (婚 姻届年月日)

(夫)谷川 憲三  高森 。上在
(妻)(後藤)栄子  高森 。上在
(夫)檎木野満継  上色見 。西中原
(妻)(青木)美代子 蘇陽町
(夫)檎木野泰吉  _L色 見・西中原
(妻)(馬場)厚 美 菊陽町

村上  繁 母
後藤 喜芳 5女
吉良多代子 夫
竹林 松子 夫
甲斐 省三 母
後藤 唯利 母

鎚
け町
鶉
一

8小 8上 8後

８

月

８

日

８

月

１５

日

８

月

２２

日

藤
　
医
　
院

⑦
０
０
１
９

村
　
医
　
院

０
・０
３
３
６

林
　
医
　
院

②
０
０
７
５

８
月
２９
日
　
平
　
田
　
医
　
院

一

雪
　
②
０
２
１
６

９
月
５
日
　
馬
　
原
　
医
　
院

雪
　
②
０
６
４
６

火
事

・
救
急
車
は
８
１
１
９
ヘ

お も な 内 容

☆ 増える事故死にブレーキ……… ……………

・  ヽ 野尻小、1苦 しくも三位 (子供白転 |11大会)

キ 盛り I■げよう 諷 鎮祭ミ  …………… …

☆ 幼キジ90羽 を放鳥………………………………

★ 初′λを迎えるご家庭 …… ……………………

キヽ 待望のゲートボール場が完成………………

57.6.22

6.28

7.  9
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だ
れ
で

も
菅
山
に
来
ら
れ
た

な
ら

ば
、
沿
道
に
た
く
さ
ん
の
花
木
が
植
え

て
あ
る
の
に
気
が
つ
か
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
橋
の
両
脇
の
桜
に
始
ま
り
、

ア
ジ
サ
イ
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
植
え
て
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
部
落
に
は
い
る
と

草
花
で
す
。
春
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

水
仙
、
夏
に
は
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、
グ
リ

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
原
稿
で
編
集
す
る
ベ
ー
ジ
で

す
。
身
近
か
な
話
題
や
、
で
き
ご
と
、

提
言
な
ど
を
お
待
ち
し
ま
す
。
原
稿
の

あ
て
先
は
役
場
総
務
課
広
報
係
。
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
紙
上
だ
け
匿
名
扱
い
で
き
ま
す
。

ま
た

「
わ
が
家
の
王
様
」
に
登
場
さ

せ
た
い
方
な
ど
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

遠

山

篤

雄

ヤ
、
秋

に
は
コ
ス

モ
ス
、
サ

ル
ビ
ア

等
―
。
四
季
折
々
の
花
々
が
咲
き
は
こ

ろ
び
、
通
る
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
花
は
、
み
ん

な
遠
山
ス
エ
ト
さ
ん
と
い
う
八
十
三
歳

の
お
婆
ち
ゃ
ん
が
植
え
ら
れ
た
も
の
で

す
。ス
エ
ト
さ
ん
の
ご
主
人
は
、
旧
草
部

村
当
時
に
助
役

・
村
長
を
十
数
年
も
さ

れ
た
方
で
す
。

さ
て
、
こ

の
お
婆
ち

ゃ
ん
の

一
日

は
、
新
間
を
読
む
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
後
、
天
神
様
の
掃
除
、
花
の
手
入

れ
と
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か

り
で
な
く
、
セ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
、
業

車
採
り
、
ギ
ン
ナ
ン
拾
い
と
、
近
く
の

山
野
を
歩
き
回
っ
て
お
ら
れ
、
八
―
三

歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
先
気
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
お
婆
ち
ゃ
ん
、
た

い
へ
ん
な
人
情
家
で
も
あ
り
、
昭
和
二

十
七
年
の
六

。
二
六
水
害
で
は
、
羅
災

者
の
た
め
に
、
い
ち
早
く
多
額
の
叢
援

金
を
贈
ら
れ
、
ま
た
、
正
光
寺
の
石
段

も
寄
贈
さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。
全
く
無

欠
の
お
婆
ち
ゃ
ん
で
す
。

だ
れ
で
も
生
き
て
い
る
限
り
、
年
を

取
り
ま
す
が
、
私
も
こ
う
い
う
と
後
を

過
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。　
そ

し

て
、
こ
の
お
婆
ち
ゃ
ん
が
い
つ
ま
で
も

元
気
で
、
菅
山
に
き
れ
い
な
化
を
咲
か

せ
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
る
次
第
で

す
。

民
謡
全
国
大
会

で
み
ご
と
三
位

山
鳥
の
岩
下
さ
ん

民
謡
を
趣

味
に
日
ご
ろ

か
ら
ノ
ド
を

鍛
え
て
い
た

色
見
山
鳥
の

岩
下
徳
雄
さ

ん
（五
六
）は
、
こ
の
ほ
ど
東
京
の
都
立
体

育
館
で
開
か
れ
た

「
日
本
民
謡
民
舞
春

季
大
会
」

（財
団
法
人

ｏ
日
本
民
謡
協

会
主
催
）
の
高
年
の
部
に
出
場
し
て
、

み
ご
と
二
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

岩
下
さ
ん
は
、
腹
の
底
か
わ
歌
い
上

げ
る
日
本
の
ふ
る
さ
と
の
歌
に
魅
せ
ら

て
、
仕
事
の
合
い
間
や
民
謡
教
室
で
練

習
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

大
会

は
寿
年
、
壮

年
、
高

年
、
成

年
の
五
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
地
区
推
薦
を

受
け
た
八
十
人
が
持
ち
歌
を
披
露
し
て

入
賞
を
競
い
合
う
と
い
う
も
の
。
岩
下

さ
ん
は
、
野
良
着
姿
に
草
刈
り
が
ま
″

と
い
う
い
で
た
ち
で
、
得
意
の

「
正
調

刈
り
干
し
切
り
唄
」
を
歌
い
、
会
場
の

拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

きわ弔力S君,r
rb ,t'l' zT-r

県
警
が
ま

　

一
人
で
、
昨
年
を
大
幅
に
上
回
わ
る
三

と
め
た
数
字
　
十

一
人
の
増
。
傷
者
も
四
千
八
百
二
十

中
の
普
通
乗

用
車
が
右
折
す
る
た
め
、
中
央
線
寄
り

に
一
時
停
車
し
た
と
こ
ろ
、
わ
き
見
運

転
の
十

一　
ント
大
型
冷
凍
車
が
追
突
。
追

突
さ
れ
た
車
が
中
央
線
を
オ
ー
バ
ー
し

て
対
向
し
て
き
た
四

ント
ダ
ン
プ
と
衝
突

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、普
通
乗
用
車
の

運
転
手
と
助
手
席
に
乗

っ
て
い
た
人
が

即
死
、
後
部
座
席
の
人
と
四

ント
ダ
ン
プ

の
運
転
手
が
意
識
不
明
の
重
体
と
な
っ

た
―
と
い
う
も
の
で
す
。

毎
年
、
夏
季
に
は
、
こ
の
よ
う
に
交

通
事
故
に
よ
る
死
者
の
数
が
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
昨
年
の
七
２
八
月
に
つ
い

て
み
る
と
、
わ
ず
か
ニ
カ
月
間
に
、
県

下
で
十
五
人

（年
間
死
者
の
一
四
・
六

％
）
も
の
尊
い
命
が
な
く
な

っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
死
亡
事
故
の
原
因
は
先

の
わ
き
見
運
転
の
ほ
か
、
過
労
に
よ
る

居
眠
り
、
速
度
の
出
し
過
ぎ
、
無
理
な

追
い
越
し
、
酒
酔
い
な
ど
無
謀
な
運
転

に
よ

る
も
の
が
大
部

分
を
占
め

て
お

り
、　
一
方
、
歩
行
者
も
飛
び
出
し
、
車

輛
の
直
前
、
直
後
の
横
断
な
ど
交
通
ル

ー
ル
を
無
視
し
た
こ
と
が
主
な
原
因
の

よ
う
で
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
瞥
察
、
交
通
安

全
協
会
、
関
係
機
関
と
と
も
に
、
七
月

二
十

一
日
か
ら
展
開
中
の

「夏
の
交
通

事
故
防
止
運
動
」
に
力
を
入
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。
と
く
に
八
月
は
猛
暑
の
日

が
多
く
、
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
０
子
供
の
交
通
事
故
防
止
②
過

労

・
居
眠
り
お
よ
び
無
謀
運
転
の
防
止

０
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
―
な
ど

を
重
点
目
標
と
し
て
、
街
頭
指
導
の
強

化
を
図
る

一
方
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

の
実
態
調
査

（事
業
所
を
対
象
）
、
交

差
点
の
道
路
表
示
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

増
設
、
立
看
板
、
広
報
車
に
よ
る
安
全

思
想
の
徹
底
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

総
理
府
広
報
室
が
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
状

況
に
つ
い
て
世
論
調
査

を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
高

速
道
路
に
比
べ
て

一
般

道
路
の
着
用
率
は
グ
ン

と
落
ち
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
交
通
事

故
の
六
五
％
は
市
街
地

の
一
般
道
路
で
起
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
動

車
乗
車
中
の
死
亡
者
を

見
て
も
、
高
速
道
路
よ

り
も

一
般
道
路
で
の
死

亡
者
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。

シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
な
か

っ
た
た
め

に
、
自
転
■
な
み
の
卜
九
キ
ロ
と
い
う
ス

ピ
ー
ド
で
死
亡
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
斉
用
は

″
安
全

へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
″
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の

距
離
で
も
、
面
倒
が
ら
ず
に
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
締
め
ま
し
ょ
う
。

∫
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過労 0居眠り防止を呼びかけ

65%は一般道路で発生
交通事故の世論調査から

6月 27日長陽村の国道57号線で起きた事故

こ
こ
数
年
減
少
し
て
き
た
交
通
事
故
死
者
数
が
、
今
年
は

一
転
し
て

異
常
増
加
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
六
月
二
十
八
日
、
県
警
は
緊
急
事
態

を
宜
言
、
改
め
て
県
下
各
署
に
交
通
指
導
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
指
示

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
本
町
で
も
警

察
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
無
事
故
運
動
に
よ
り

一
層
力
を
そ

そ
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

に
よ
る
と
、

今
年
に
は
い

っ
て
六
月
二

十
日
現
在
の

事
故
件
数
は

三
千
九
百
二

十
五
件
で
、

昨
年
同
期
に

比
べ
て
百
十

五

件

の
増

加
。
と
く
に

死
者
は
七
十

村

の
花
屋

さ
ん

菅

　
山

九
人
で
同
比
百
三
十
六
人
の
増
た
異
常

な
増
加
を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
高
森
署
管
内
で
ま
と
め
て
み

る
と
、
同
期
間
内
に
三
十
八
件
の
事
故

が
発
生
、
死
者
四
人
、
傷
者
五
十
九
人

と
痛
ま
し
い
記
録
が
更
新
さ
れ
て
い
ま

す
。
非
常
事
態
宜
言
の
引
き
金
と
な
っ

た
の
も
高
森
署
管
内
の
国
道
五
七
号
線

で
起
き
た
事
故
。
こ
の
事
故
は
六
月
二

十
七
日
午
前
零
時
四
十
分
、
長
陽
村
の

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
旧
名

「
白
馬
」
付
近
で

発
生
し
ま
し
た
。
熊
本
方
面
向
け
走
行

0  0

θ  ■風
景
入
り
日
付
印
の
ご
利
用
を

高
森
郵
便
局
で
は
、
郵
政
大
臣
か
ら

風
景

入
り
日
付
印

の
使
用
が

認
め
ら

高

森

郵

便

局

れ
、
八
月
十
七
日

「
風
鎮
祭
」
を
期
に

使
用
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

日
付
印
の
図
案
は
、
根
子
岳
、
高
森

峠
、
そ
れ
に
鍋
の
平
キ
ャ
ン
プ
場
が
描

か
れ
、
郷
土
の
便
り
に
う

っ
て
つ
け
。

四
十
円
以
上
の
切
手
が
は

っ
て
あ
る
書

状
か
、
郵

便

ハ
ガ
キ

に
使
用
で

き
ま

す
。高
森
郵
便
局
で
は

「
″高
森
″
Ｐ
Ｒ

の
た
め
に
も
お
気
軽
に
ご
利
用
を
―
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
窓

口
へ
。
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．
て
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，
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ご

は

ん

♂
一

、

今
月
の
支
払
日
０

●

Ｑ

日

日

日

５

‐２

２５

町
役
場
の
支
払
日
は
、
事
務
整

理
の
都
合
上
、
勝
手
な
が
ら
五
の

つ
く
日
に
定
め
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
当
日
が
土

ｏ
日

・
祭
日
に
あ

た
る
場
合
は
翌
平
日
に
な

り

ま

す
。
支
払
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。

0
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シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
も

/yヽ
c)

つ


